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主
な
質
疑

Q�
…
浅
貝
計
装
室
の
修
理
の
内

容
は
何
か
。

A�
…
取
水
流
量
計
等
の
機
器
修

繕
で
総
額
570
万
円
。
不
足
分

の
70
万
円
は
内
部
の
一
般
財

源
を
使
用
す
る
。

●
発
議
第
31
号

　

道
路
特
定
財
源
の
制
度
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

■
審
査
の
結
果

 

「
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」

　

湯
沢
町
と
し
て
も
新
三
国
ト

ン
ネ
ル
の
開
削
を
始
め
多
く
の

道
路
整
備
事
業
を
必
要
と
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
に
も
、
次
元

立
法
で
本
年
度
末
に
期
限
を
迎

え
る
ガ
ソ
リ
ン
税
等
の
暫
定
税

率
を
維
持
し
、
道
路
整
備
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

主
な
質
疑

Q�

…
地
方
は
車
も
都
市
部
に
比

べ
て
多
く
利
用
頻
度
も
高

い
、
暫
定
税
率
を
廃
止
し
た

方
が
格
差
の
多
い
地
方
の
人

は
喜
ぶ
。

A�

…
我
が
町
に
お
い
て
は
新
三

国
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
、
国
道

�

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

10
月
30
日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
、

富
士
河
口
湖
町
（
山
梨
県
）
及

び
下
呂
市
（
岐
阜
県
）
の
管
外

視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

　

富
士
河
口
湖
町
は
、
富
士
山

と
河
口
湖
に
の
み
頼
る
観
光
か

ら
、「
五
感
に
訴
え
る
町
お
こ

し
」
を
観
光
政
策
の
柱
と
し
、

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
真
の
観

光
地
を
提
唱
・
実
践
し
、
国
土

交
通
省
の
「
観
光
カ
リ
ス
マ
100

選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

「
五
感
に
訴
え
る
→
五
感
文

化
構
想
」
は
鼻
（
ハ
ー
ブ
）・

舌
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
サ
ク
ラ

ン
ボ
）・
肌
（
温
泉
）・
目
（
美

術
館
等
）・
耳
（
ス
テ
ラ
シ
ア

タ
ー
）
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
観
光
地
で
あ
る
。
国
の
助
成

制
度
を
常
に
先
取
り
す
る
た
め

に
、
関
東
運
輸
局
と
の
職
員
の

相
互
出
向
及
び
内
閣
府
に
も
職

員
を
1
名
出
向
さ
せ
て
い
る
。

　

富
士
河
口
湖
町
は
、
観
光
を

核
と
し
て
、
農
業
等
の
産
業
を

そ
れ
に
組
み
入
れ
、
観
光
基
盤

を
整
備
・
拡
大
し
て
い
る
。
首

長
の
「
ぶ
れ
な
い
」
町
づ
く
り

の
方
針
は
、
待
ち
の
観
光
か
ら

る
な
か
で
、「
美
し
い
馬

瀬
の
清
流
と
自
然
を
保
全

す
る
こ
と
を
も
っ
て
」、

地
域
の
人
と
そ
の
営
み
を

守
る
た
め
の
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　

馬
瀬
川
と
自
然
景
観
を

見
せ
る
た
め
の
看
板
・
ト

イ
レ
整
備
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
色
彩
、
川
を
見
渡
す

に
邪
魔
な
木
々
の
伐
採
、

草
刈
の
行
き
届
い
た
川
辺

り
と
農
地
、
馬
瀬
地
方
自

然
公
園
住
民
憲
章
推
進
協

議
会
と
旧
村
民
の
皆
さ
ん

の
故
郷
へ
の
想
い
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

視

察

報

告

353
号
の
県
境
問
題
、
国
道
17
号

線
の
赤
坂
、
芝
原
ト
ン
ネ
ル
な

ど
老
朽
化
に
か
か
わ
る
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
日
本
全

国
の
地
方
の
整
備
が
不
十
分
で

あ
る

●
発
議
第
12
号

　

米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

請
願

■
審
査
の
結
果

 
「
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」

　

米
価
の
下
落
は
農
家
の
経
営

の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
に
も

重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

る
。

　

政
府
は
こ
れ
に
よ
り
緊
急
対

策
を
講
じ
ざ
る
を
得
な
い
事
態

と
な
っ
た
。
国
際
的
に
食
糧
事

情
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
、
米

の
安
全
生
産
と
食
料
自
給
率
向

上
が
急
務
で
あ
る
、
短
期
的
な

緊
急
対
策
に
留
ま
る
こ
と
な

く
、
抜
本
的
な
米
価
安
定
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
大
規
模
農
家

ほ
ど
赤
字
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
以
上
農
業
放
棄
を
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

主
な
質
疑

　

質
疑
な
し
。

「
観
光
補
助
・
町
づ
く
り
交
付

金
」
と
国
の
情
報
を
先
取
り
し

た
、
攻
め
の
観
光
施
策
の
速
さ

と
的
確
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

下
呂
市
は
飛
騨
・
木
曽
川
国

定
公
園
や
県
立
自
然
公
園
に
も

位
置
し
、
湯
沢
町
同
様
、
急
峻

な
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、

5
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
清
流
馬
瀬
川
を

囲
む
、
旧
馬
瀬
村
は
人
口
1
千

500
人
の
過
疎
化
が
進
行
し
た
地

域
で
あ
り
、
村
民
が
故
郷
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
を
憂
え

きれいに整備されていた下呂市内を流れる小河川

　

「
故
郷
の
潜
在
的
な
魅
力
を

自
ら
探
し
、
磨
き
育
て
観
光
資

源
と
す
る
」。
貴
重
な
植
物
・

昆
虫
の
発
見
、
美
し
い
村
づ
く

り
の
た
め
、
中
山
間
地
支
払
制

度
（
自
然
生
態
系
・
国
土
保

全
）
を
活
か
し
、
草
刈
運
動
の

提
唱
、
道
路
脇
等
の
美
化
は
地

区
や
自
ら
の
想
い
で
お
こ
な
う
。

　

「
素
の
ま
ま
の
自
然
は
と
て

も
暖
か
く
」
誰
し
も
が
慈
し
む
、

こ
こ
ろ
の
故
郷
。

　

湯
沢
町
の
美
し
い
自
然
は
ま

だ
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。


